
「
－　－

「市民連携し地域再生を」

水
俣
病
の
教
訓
を
東
京
由
。
加
藤
さ
ん
の
ほ
か
、

水
屑
病
の
経
験
を
語
る
胎
児
性
患
者
の
永
埼
さ
ん
（
中
央
）
と

松
永
さ
ん
（
石
）
1
左
は
古
っ
と
は
う
ず
」
施
設
長
の
加
藤

さ
ん
¶
水
戸
市
文
京
の
茨
城
大
で

電
力
福
島
第
L
原
発
事
故

に
よ
る
「
放
射
能
公
軍

に
も
生
か
昔
首
、
茨
城

大
の
教
員
有
志
が
1
4
日
、

水
戸
市
文
京
の
茨
城
大

で
、
胎
児
性
水
俣
病
患
者

ら
を
招
い
た
講
演
会
を
掛

催
し
た
。
生
活
支
線
施
設

・
「
ほ
っ
と
は
う
す
」
　
（
熊

本
県
水
俣
市
）
を
l
運
営
す

る
加
藤
タ
ケ
子
施
設
長

（
哲
は
公
害
か
ら
の
地
域
イ

再
生
に
つ
い
て
、
「
市
民

レ
ベ
ル
の
連
携
で
乗
り
越

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
守
‥

講
演
会
に
は
学
生
や
市

民
ら
約
l
㌻
0
人
が
参

同
施
設
利
用
者
で
患
者
の

永
本
草
喜
ん
（
5
4
）
と
松

永
幸
一
郎
さ
ん
（
5
0
）
が
講

演
し
た
。

．
同
施
設
の
胎
児
性
患
者

で
唯
一
．
歩
行
で
き
る
永

本
さ
ん
は
「
可
い
つ
草
椅

字
に
な
る
の
か
な
』
と
思

い
な
が
ら
生
き
て
い
る
」

と
不
安
を
吐
層
。
原
因
企

業
車
ツ
ゾ
の
労
働
者
だ

っ
た
父
が
会
社
七
闘
っ
て

く
れ
た
エ
．
ピ
ソ
ー
ド
を
披

露
し
ハ
父
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
語
っ
た
。
ま
た
、

調
錯
錆
盟
鴇

ソ
の
エ
瘍
前
を
通
る
と

悔
し
い
思
い
が
募
る
が
、

今
は
将
棋
を
生
き
が
い

に
し
て
い
る
」
と
報
告
し

た。
加
藤
さ
ん
は
「
水
俣
病

は
ま
だ
凛
だ
現
在
進
行
形

．
（
の
公
害
だ
）
。
患
者
偲

降
り
か
か
つ
て
く
る
悲
劇

に
立
ち
向
か
い
、
入
と
し
・

て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
き

て
小
る
」
と
嘩
ス
た
。
義

城
大
の
原
口
弥
生
准
教
授

は
「
放
射
能
汚
染
に
つ
い

て
も
、
ま
ず
は
き
ち
ん
と

現
実
に
向
き
合
う
こ
と
が

地
域
再
生
の
き
っ
か
け
に

な
る
」
と
総
括
し
た
。

・
由
施
華
で
偲
年
間
約
1

5
0
回
、
患
者
が
講
演
や

学
校
で
の
出
前
授
業
な
ど

を
府
い
、
豪
俣
病
の
経
験

を
伝
え
る
活
動
を
府
っ
て

い
る
。
　
【
鈴
木
敬
子
】
．


